
「経営計画策定支援システム（集落営農ver．）」の開発

［要約］Microsoft Excel上で作動する「経営計画策定支援システム」（集落営農

ｖｅｒ．）のプロトタイプモデルを開発した。当システムを利用することで、種々

の経営条件下における経営試算を短時間で策定できる。

栽培研究部・作物担当 ［実施機関］平成16～18年度

［部会］農産 ［分野］新たな研究分野 ［予算区分］受託 ［成果分類］指導

［背景・ねらい］

水田農業に特化した本県農業では、望ましい農業構造の確立に向けた集落営農の育成強

化が喫緊の課題である。この場合、集落営農の組織化や経営体質強化に向けた取り組みの

促進が求められる。そこで、集落営農の外部リーダーや内部リーダーによる経営計画の策

定を支援するために、「経営計画策定支援システム」（集落営農ｖｅｒ．）を開発する。

［成果の内容・特徴］

①本システムは、VBA（VisualBasic For Applications）を用いてMicrosoft Excel上で作

動するシステムであり、データ入力メニュー、経営試算メニューで構成する（図１）。

②データ入力メニューでは、５つの設定シート（基本条件、営農プロセス、固定費、作業

条件、試算条件）に必要データを入力する。データ入力は、データベースと連動した”

Click＆Choice方式”により、少ないキー操作で短時間に入力できる（図１）。

③経営試算メニューでは、種々の経営条件に応じた経営計画（主要経営指標、経営構造分

析表、旬別労働時間等）を自動計算できる。また、感度分析により、環境変化が経営に

与える影響を定量的に把握できる（図１，２）。

④計画策定支援機能（結果比較・中期経営計画・施設機械更新計画・施設機械装備計画

・販売計画・資材所要量計画）を利用することで、経営管理に必要な各種計画を短時間

で策定できる（図１）。

［成果の活用面・留意点］

①集落営農の内部リーダーや外部リーダーによる集落営農の育成強化場面で活用できる。

また、経営指標の組み替えにより、個別経営体への適用も可能である。

②今後、プロトタイプモデルの試験運用、実用化に向けた改良を図るとともに、定性的

な分析手法を組み合わせた経営計画策定支援手法を確立する。

③来年度改訂の農業経営ハンドブックでの活用を図る。



［具体的データ］

データ入力
データベース

資材・施設機械・労働時間・主要作業能率

入力支援

設定シート

①基本条件設定 ②営農プロセス設定 ③固定費設定 ④作業条件設定
集落・農地 作型・栽培方法・資材 施設機械・共通経費 組人数、能率

⑤試算条件設定
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経営試算
⑥経営試算機能

主要経営指標・経営構造分析表・旬別労働時間・感度分析

⑦計画策定支援機能
結果比較 中期経営計画 施設機械更新計画

施設機械装備計画 資材所要量計画 販売計画

図１ 経営計画策定支援システム（集落営農ver．）の概要

図２ 分析結果画面の一例
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　　シミュレーション結果シート モデル名 ○△集落

集落概要 経営概要 　　　　　（／10a）

集落水田面積 335 10a 経営水田面積 418

集落農家戸数 45 戸 水稲面積 335

構成員水田面積 335 10a 麦面積 83

構成員戸数 40 戸 大豆面積 54

　・水田シェア 100 % 作業受託面積 0

　・農家シェア 89 % 園芸面積 0

その他面積 0

主要経営指標 　　　　　　　(千円）　　(/10a) 生産管理情報

①粗収入（②＋③） 44,687 107 水稲平均価格 11,863

② ・売上高 40,756 98 麦平均価格 8,150

③ ・助成金 3,931 9 大豆平均価格 18,490

④変動費（⑤＋⑥） 29,202 70 水稲平均収量 529

⑤ ・変動費 21,301 51 麦平均収量 240

⑥ ・出役賃金 7,902 19 大豆平均収量 180

水稲平均労働時間 15.6

⑦限界利益（①－②） 15,484 37 麦平均労働時間 8.0

大豆平均労働時間 15.0

⑧固定費 11,984 29 年間必要労働時間 6,078.1

⑨ ・建物減価償却費 375 1 不足労働時間 -389.5

⑩ ・機械減価償却費 5,144 12 作業可能労働時間 11,794.8

⑪ ・修繕費 1,785 4

⑫ ・その他固定費 0 0 収益性指標

⑬ ・共通経費 0 0 損益分岐点粗収入 34,585

⑭ ・支払地代 4,180 10 損益分岐点面積 324

⑮ ・役員報酬 500 1 安全余裕率 23

⑯利益（⑦－⑧） 3,500 8 粗収入利益率 7.8

⑰ ｷｬｯｼｭﾌﾛｰ（⑯＋⑨＋⑩） 9,019 22 粗収入限界利益率 34.7

⑱集落内部利益（⑯＋⑥＋⑭＋⑮） 16,082 粗収入機械施設費率 16.3

助成金/利益比率 112.3
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水稲移植コシヒカリ５月上旬移植コシヒカリ5月上 水稲移植キヌヒカリ５月上旬
水稲移植秋の詩５月上旬 麦慣行ｼﾛｶﾞﾈｺﾑｷﾞ１０月下旬
大豆慣行タマホマレ６月下旬


